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議事日程（第１号） 

              令和２年１０月１２日 午後２時３０分開議 
              群馬東部水道企業団議会議長 久保田 俊 
 
第 １  副議長の選挙 
第 ２  議席の指定 
第 ３  会期の決定 
第 ４  会議録署名議員の指名 
第 ５  一般質問 
第 ６  報告第 １号 令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計予算

の繰越しについて 
報告第 ２号 令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決算

に基づく資金不足比率について 
第 ７  議案第１３号 令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決算

認定について 
第 ８  議案第１４号 令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計未処

分利益剰余金処分について 
第 ９  議案第１５号 令和２年度群馬東部水道企業団水道事業会計補正

予算（第１号）について 
第１０  議案第１６号 群馬東部水道企業団水道事業の設置等に関する条

例の一部改正について 
議案第１７号 群馬東部水道企業団情報公開条例及び群馬東部水道

企業団個人情報保護条例の一部改正について 
 
 
 

本日の会議に付した事件 
 

議事日程に同じ 
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◎開会 
午後２時３０分開会 

 

議長（久保田俊） 只今から告示第１８号をもって招集されました、令和２年

群馬東部水道企業団議会９月定例会を開会いたします。 

 

◎開  議 

 

議長（久保田俊） これより本日の会議を開きます。 

 

◎日  程 

 

議長（久保田俊） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布申し上げたと

おりであります。その順序により会議を進めたいと思いますので、ご了承願い

ます。 

 

◎副議長の選挙 

 

議長（久保田俊） 日程第１、副議長の選挙を行います。 

選挙方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名

推薦の方式によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） ご異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推薦に

よることに決定いたしました。お諮りいたします。 

 指名の方法につきましては、議長において指名することにいたしたいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） ご異議なしと認めます。よって、議長において指名するこ

とに決定いたしました。 

 副議長に野村晴三議員を指名いたします。お諮りいたします。 

 ただいま、議長において指名いたしました野村晴三議員を副議長の当選人と

定めることにご異議ありませんか。 
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（「異議なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしまし

た野村晴三議員が当企業団議会の副議長に当選されました。 

 

◎当選の告知 

 

議長（久保田俊） ただいま副議長に当選されました野村晴三議員が議場にお

られますので、本席から、企業団議会会議規則第３１条第２項の規定による告

知をいたします。 

 

◎副議長就任のあいさつ 

 

議長（久保田俊） 副議長に当選されました野村晴三議員の挨拶を求めます。 

 

副議長（野村晴三） 副議長就任にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

 この度、議員の皆様方より、副議長のご推挙をいただくこととなり、その責

任の重大さに身の引き締まる思いでございます。 

今後とも、久保田議長をはじめ同僚議員や執行部の方々のお力添えをいただ

きながら、本会議が円滑に運営されますよう、誠心誠意尽くしてまいりたいと

存じますので、皆様方のご支援、ご協力を賜りますようお願いを申し上げ、は

なはだ簡単ではございますが、副議長就任にあたっての挨拶とさせていただき

ます。 

 どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

◎議席の指定 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第２、議席の指定を行います。 

議席は、議長において指定いたします。議員の氏名と議席の番号を吉田局長

に朗読させます。 

 

議会事務局長（吉田 稔） それでは朗読いたします。 

３番、木村康夫議員、４番、野村晴三議員、５番、斉藤貢一議員、１０番、

柿沼英己議員、以上でございます。 

 

議長（久保田俊） 只今、朗読したとおり、議席を指定いたします。 
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議会事務局長（吉田 稔） 大変恐れ入りますが、お手元の席札の議席番号に

掛けてございます白紙を、お取り願います。 

 

◎会期の決定 

 

議長（久保田俊） 日程第３、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

今定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 

（「異議なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） ご異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定いた

しました。 

 

◎会議録署名議員の指名 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第４、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、議長において、１１番、須田敏彦議員、１２番、神谷長

平議員を指名いたします。 

 

◎一般質問 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第５、一般質問を行います。 

通告がありますので、順次質問を許します。 

最初に、柿沼英己議員。 

 

（柿沼議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 柿沼英己議員。 

 

議員（柿沼英己） 千代田町議会の柿沼でございます。通告に従いまして、一問

一答方式で質問をさせていただきます。 

石綿管布設替工事と水道料金について、すべて篠木局長に質問いたします。 

まず、石綿管布設替工事についてお伺いしますが、水道事業は、住民の生活や

企業活動を支える重要な社会基盤の一つであり、将来においても、安全で安心な

水道水を供給し続けることが求められております。 
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企業団は、広域化による国からの交付金を利用して石綿管布設替工事を実施

しているとのことですが、３市５町における現状について、お伺います。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 石綿管布設替工事につきましては、広域化による国からの

交付金を利用した１０年間の更新計画をもとに、平成２７年度より耐震管へと

布設替えを進めております。 

令和元年度末までの５年間における石綿管布設替工事の実績ですが、全体で

は、約６５．１キロメートルの布設替えをおこないました。現在の残存距離

は、約１５５．８キロメートルで、残存率は管路全体の４．６９パーセントで

す。 

また、構成団体別の残存距離ですが、太田市が約６キロメートル、館林市

が、約２．５キロメートル、みどり市が、約５６キロメートル、板倉町が、約

９．６キロメートル、明和町が、約１１キロメートル、千代田町が、約５．１

キロメートル、大泉町が、約３．７キロメートル、邑楽町が、約６．９キロメ

ートルとなります。 

 

（柿沼議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 柿沼英己議員。 

 

議員（柿沼英己） 令和元年度末における残存距離が約１５５．８キロメート

ルとのことですが、国からの交付金が令和６年度までで終了しますが、どのく

らいの距離が残り、その後の石綿管更新計画について、お伺いします。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 国からの交付金が終了する令和６年度末の残存距離数です

が、全体で約４２．７キロメートル、残存率１．２９パーセントとなる計画で

す。 

なお、令和７年度以降につきましても、現在のペースで更新を続けていく予

定です。 
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（柿沼議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 柿沼英己議員。 

 

議員（柿沼英己） 次に、水道料金についてですが、水道料金は市民生活に直

結する問題であると考えますが、今後、人口減少や節水意識による社会状況の

変化に伴い、水需要の減少など水道事業を取り巻く環境は、大きく変化してい

くものと考えます。 

企業団は、平成２８年４月に３市５町の水道事業を統合し事業を開始しまし

たが、４年を経過した時点においても、８通りの料金表に基づき料金算定を行

っているのか、お伺いいたします。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 平成２５年１０月２１日に「群馬県東部水道事業の統合に

関する基本協定書」を締結する際に、「水道料金統一については、経過措置期

間を設けること」といたしました。 

当時、水道料金の統一は大きな課題でした。まずは、広域化を実現し経費の

削減に努め、その効果を財政計画に反映し、料金統一を行うことが、水道利用

者の理解を得やすいと判断をいたしました。 

また、この地域にある県用水供給事業との統合も課題として残っており、こ

の課題解決が次の経費削減効果につながると判断したことによります。 

 

（柿沼議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 柿沼英己議員。 

 

議員（柿沼英己） 企業団の水道料金は、「統合に関する基本協定書」に基づ

き、現在、８通りの料金表に基づいて算出されているとのことですが、今年度

に水道料金制度の検討を開始した理由について、お伺いします。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 
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局長（篠木達哉） すでに、ご案内のとおり、本年４月に群馬県が運営をして

きました新田山田水道、東部地域水道の譲渡を受け、この地域の水道を企業団

で、一元管理していくことが可能となりました。水道事業の一元化は、経費の

大幅な削減につながります。水道料金統一に向けた条件は、整ったと考えてお

ります。 

 また、国からの交付金が切れる令和７年度以降の事業も検討しなくてはなり

ません。新たな財政計画の下で、新料金表を作成し、料金統一を図るには最適

な時期であることから、手続きを開始したものでございます。 

 

（柿沼議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 柿沼英己議員。 

 

議員（柿沼英己） 令和２年度より適正な水道料金制度を検討していくとのこ

とでしたが、では、料金改定はいつ頃の実施予定で、水道利用者への周知はど

のように考えているのか、お伺いします。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 水道料金制度の検討につきましては、「群馬東部水道企業

団水道料金審議会条例」に基づきまして、今年の８月に審議会を設置しまし

た。 

現在の予定では、審議会より令和３年５月に答申をいただき、その後、理事

者会議、令和３年９月定例会での審議を経て、令和４年４月の条例施行を考え

ております。 

また、水道利用者への周知につきましては、企業団ホームページや「水道だ

より」をとおして、周知を図っていきたいと考えております。 

 

議長（久保田俊） 次に、杉山英行議員。 

 

（杉山議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 杉山英行議員。 
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議員（杉山英行） それでは、順次質問をさせていただきます。答弁につきま

しては、局長よりお願いします。 

 土砂災害、洪水対策において、ハザードマップの区域内にある浄水場、配水

池等の災害時安全対策について伺います。 

まず、１点目ですが、群馬東部水道企業団管内の浄水場・配水池で、土砂災

害警戒区域、浸水想定区域内に、いくつ施設があるか伺います。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 水道の重要施設は、各浄水場を始めとして４０施設になり

ます。その中で、土砂災害警戒区域の施設につきましては、みどり市内にある

配水池１施設が該当となります。 

また、国土交通省が定める想定最大規模の降雨により浸水が想定される施設

は１７施設になります。なお、１７施設の内訳ですが、太田市２か所、館林市

２か所、板倉町３か所、明和町２か所、千代田町５か所、大泉町１か所、邑楽

町２か所となります。 

 

（杉山議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 杉山英行議員。 

 

議員（杉山英行） それらの施設は、現在、どのような災害対策がなされてい

るか、伺います。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 土砂災害警戒区域にある配水池つきましては、耐震補強工

事、また、法面補強工事が施工済みとなっております。 

一方、浸水対策ですが対策は十分ではございません。現状といたしまして

は、浸水による被害を最小限に止められるよう、主要電源設備などの設置場所

の変更やかさ上げなどの対策を講じているところでございます。 

 

（杉山議員挙手） 
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議長（久保田俊） 杉山英行議員。 

 

議員（杉山英行） 今後、どのような対策を講じる予定か、伺います。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 今後の対策として広域化施設再構築事業により令和６年度

までに、浸水想定区域内にある１７施設のうち４施設を廃止し、また、４浄水

場を配水池化することで、浸水リスクの軽減を図ってまいります。併せて、広

域化のメリットを生かし、被災していない施設から被災施設への水融通を行う

など施設の機能を補えるような整備を行うことで災害に強い水道の構築を図っ

ていきたいと考えております。 

また、令和７年度以降となりますが、施設の統廃合を終えたあと、災害対策

を中心とした整備を進めて行きたいと考えております。 

 

（杉山議員挙手） 

 

議長（久保田俊） 杉山英行議員。 

 

議員（杉山英行） その辺をしっかり進めていただければと思います。終わり

ます。 

 

◎一般質問終局 

 

議長（久保田俊） 以上で一般質問を終わります。 

 

◎議案上程 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第６、報告第１号及び報告第２号の２件を一括

議題といたします。 

 

◎提案理由の説明 

 

議長（久保田俊） 朗読を省略し、ただちに執行者から提案理由の説明を求め
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ます。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 報告第１号、令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計

予算の繰越しについて、ご説明を申し上げます。  

議案書の１ページ及び２ページ「令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会

計予算繰越明細計算書」を、お開き願います。 

 本件は、舗装本復旧工事や配水管布設替工事をはじめとする計１２件の事業

の完了が翌年度になるため、２ページの予算繰越計算書にお示しいたしました

とおり、繰り越したものでございます。 

 
局長（篠木達哉） 次に、報告第２号、令和元年度群馬東部水道企業団水道事

業会計決算に基づく資金不足比率について、ご説明を申し上げます。  

議案書の３ページ及び４ページ「令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会

計決算に基づく資金不足比率について」を、お開き願います。 

 当企業団における資金不足比率につきましては、現金預金などの資産が、未

払金などの負債額を上回っており、資金不足比率は「無し」でございます。 

以上２件につきまして、ご報告申し上げましたが、よろしくお願い申し上げま

す。 
 

◎質  疑 

 

議長（久保田俊） これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対し、ご質疑ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、ご質疑もないようですから、以上で報告を終わりま

す。 

 

◎議案上程 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第７、議案第１３号を議題といたします。 
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◎提案理由の説明 

 

議長（久保田俊） 朗読を省略し、ただちに執行者から提案理由の説明を求め

ます。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 議案第１３号、令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計

決算認定について、提案理由のご説明を申し上げます。  

議案書の８ページ及び別冊①令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決

算書の１ページ、２ページをお開き願います。 

令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決算につきましては、収益的収

入および支出において、収入決算額は１００億７，２２１万７，０００円、支出

決算額９１億３，９６３万８，３０９円となりました。 

また、３ページ、４ページ目資本的収入および支出において、収入決算額３１

億８，６７７万８，３５５円、支出決算額７０億５，５１２万１，８３７円とな

りました。 

また、この決算につきましては、既に監査委員の審査も終了しておりますので、

意見書を付し、関係書類を添えてご提案申し上げるものでございます。  

以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご賛同賜

りますようお願い申し上げます。 

 

議長（久保田俊） 続いて、監査委員から決算審査の報告を求めます。 

 

（高橋代表監査委員挙手） 

 

議長（久保田俊） 高橋代表監査委員。 

 

代表監査委員（高橋嘉一郎） それでは、ご指名によりまして、「地方公共

団体の財政の健全化に関する法律」に基づく「令和元年度群馬東部水道

企業団資金不足比率の審査結果」をご報告申し上げます。 

 企業長から審査に付されました資金不足比率並びにその算定の基礎

となる事項を記載しました書類が、適正に作成されているかどうかを

主眼として審査を執り行いました。なお、審査過程においては、関係職
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員からも説明を聴取させていただいております。 

審査の結果、算定の基礎となる事項を記載した書類は、適正に作成さ

れているものと認めることができ、資金不足比率は、資金不足が生じて

いないため、地方公営企業の健全性を判断する経営健全化基準を下回

っており、良好であることが確認されました。 

今後も、引き続き健全な財政構造を維持していただくことを要望い

たしまして、令和元年度資金不足比率の審査結果の報告とさせていた

だきます。 

 続きまして、「令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決算」の

審査結果をご報告申し上げます。 

 企業長から審査に付されました企業団の決算諸表が「経営成績及び

財政状態を適正に表示しているか」、「事業運営が適正かつ効率的に行

われているか」を主眼として審査を執り行いました。 

 なお、決算審査過程におきまして、決算諸表、関係帳簿及び証拠書類

の照合を行うとともに関係職員からも説明を聴取させていただきまし

た。 

 審査の結果、決算諸表は、経営成績及び財政状態を適正に表示してい

ると認めることができました。 

また、事業運営の審査結果につきましては、別冊②の意見書３ページ

以降に記載してございます。この中の経営成績につきましては、８ペー

ジに記載しましたとおり総収益から総費用を差し引きますと、５億９，

２７１万１，４５４円の純利益となっております。前年度と比較します

と、１億６，２１９万９，１９４円の減少となっており、また、総収支

比率及び経常収支比率も前年度と比較して下降しております。結果、事

業運営としましては一応、レベルはクリアしたものの、更なる効率性の

向上を目指していただきたいと思います。 

 令和２年度以降は、人口減少に加えまして、新型コロナウイルス感染

症による経済活動の停滞等に伴い収益の減少がより一層進むことが想

定されます。また、管路や施設の老朽化によって漏水率も上昇している

ため、費用の増加も見込まなければならず、経営はますます厳しくなる

と言わざるを得ません。 

 一方で、令和２年度に群馬県の用水供給事業が統合され、実質的な事

業がスタートしました。今後は国からの交付金の活用、官民出資会社に

よる包括事業運営を更に進めながら、この群馬県の用水供給事業との

統合によるメリットを最大限に活かしていただき、効率的な事業運営

に努めるとともに住民への安全で安心な水道水の安定的な供給を望む

ものでございます。 
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 以上をもちまして、令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会計決

算の審査結果報告とさせていただきます。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

◎質  疑 

 

議長（久保田俊） これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対し、ご質疑ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、ご質疑もないようですから、以上で質疑を打ち切り

ます。 

 

◎討  論 

 

議長（久保田俊） これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、討論もないようですから、以上で討論を打ち切りま

す。 

 

◎表  決 

 

議長（久保田俊） これより採決いたします。 

 本案を原案のとおり認定することに賛成の方は挙手願います。 

 

（挙手全員） 

 

議長（久保田俊） 挙手全員、よって本案は原案のとおり認定されました。 

 

◎議案上程 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第８、議案第１４号を議題といたします。 

 

◎提案理由の説明 
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議長（久保田俊） 朗読を省略し、ただちに執行者から提案理由の説明を求め

ます。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 議案第１４号、令和元年度群馬東部水道企業団水道事業会

計未処分利益剰余金処分について、提案理由のご説明を申し上げます。  
議案書の９ページ及び別冊①「決算書」の６ページ下段、「令和元年度群馬

東部水道企業団水道事業未処分利益剰余金処分計算書(案)」を、お開き願いま

す。 
 令和元年度決算における剰余金の残高は、１４億３，０８９万５，７４２円

であります。各積立金への積立て及び資本金へ組み入れについては、減債積立

金へ３，０００万円、建設改良積立金へ５億６，０００万円を積立て、資本金

へ８億３，８０９万４，５１９円の組入れを行い、剰余金の処分を行うもので

す。 
 以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご賛同

賜りますようお願い申しあげます。  
 

◎質  疑 

 

議長（久保田俊） これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対し、ご質疑ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、ご質疑もないようですから、以上で質疑を打ち切り

ます。 

 

◎討  論 

 

議長（久保田俊） これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 
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議長（久保田俊） 別に、討論もないようですから、以上で討論を打ち切りま

す。 

 

◎表  決 

 

議長（久保田俊） これより採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。 

 

（挙手全員） 

 

議長（久保田俊） 挙手全員、よって本案は原案のとおり可決されました。 

 
◎議案上程 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第９、議案第１５号を議題といたします。 

 

◎提案理由の説明 

 

議長（久保田俊） 朗読を省略し、ただちに執行者から提案理由の説明を求め

ます。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） 議案第１５号、令和２年度群馬東部水道企業団水道事業会

計補正予算（第１号）について、提案理由のご説明を申し上げます。  
議案書の１０ページ及び別冊③「令和２年度群馬東部水道企業団水道事業会

計補正予算（第１号）」の１ページを、お開き願います。 
補正予算の詳細でございますが、第２条では、各事業の業務において、予定

量を補正するものでございます。 
第３条の収益的収入及び支出につきましては、収入では、第２項営業外収益

において消費税の還付補正により１１４万３千円を減額補正するものでござい

ます。 
支出では、第１項営業費用のうち、人件費と管路漏水調査費等の追加により

６，３４８万８千円の増額を第３項特別損失は、過年度分の下水道料金未賦課
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金として７１２万３千円を追加補正するものでございます。 
また、第４条の資本的収入及び支出につきましては、支出では、第１項建設

改良費において、各種工事等の計画を見直しにより５，６８５万６千円の減額

をするものでございます。また、第３項投資においては、債券の購入といたし

まして、２億円を追加補正し、第４項その他資本的支出では、消火栓設置工事

の返還金として９５万７千円を支出するものでございます。 
続きまして、予算書の２ページをご覧ください。 
第５条につきましては、職員の人事異動に伴い職員給与費を３３１万８千

円、減額するものでございます。 
また、３ページ以降には、補正予算に伴う実施計画等を添付しておりますの

で、後程ご覧いただきたいと思います。 
以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご賛同

賜りますようお願い申し上げます。 
 

◎質  疑 

 

議長（久保田俊） これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対し、ご質疑ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、ご質疑もないようですから、以上で質疑を打ち切り

ます。 

 

◎討  論 

 

議長（久保田俊） これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、討論もないようですから、以上で討論を打ち切りま

す。 

 

◎表  決 

 

議長（久保田俊） これより採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。 
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（挙手全員） 

 

議長（久保田俊） 挙手全員、よって本案は原案のとおり可決されました。 

 
◎議案上程 

 

議長（久保田俊） 次に、日程第１０、議案第１６号及び議案第１７号の２議

案を一括議題といたします。 

 

◎提案理由の説明 

 

議長（久保田俊） 朗読を省略し、ただちに執行者から提案理由の説明を求め

ます。 

 

（篠木局長挙手） 

 

議長（久保田俊） 篠木局長。 

 

局長（篠木達哉） それでは、議案書の１１ページをお開き願います。 

議案第１６号、群馬東部水道企業団水道事業の設置等に関する条例の一部改

正について、提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う条ずれに対応する

ため、この条例の関係条文について所要の改正を行うものでございます。   

附則につきましては、この条例の施行日を公布の日と定めるものでございま

す。 

 

局長（篠木達哉） 次に、議案書の１２ページをお開き願います。 

議案第１７号、群馬東部水道企業団情報公開条例及び群馬東部水道企業団個

人情報保護条例の一部改正について、提案理由のご説明を申し上げます。 

本案は、令和２年度から当企業団を含む県内３４団体により共同設置された

群馬県市町村公平委員会へ加入するため、令和元年度中に関係条例の改正を行

いましたが、群馬県からの通知に基づき、改めて所要の改正を行うものでござ

います。 

附則につきましては、この条例の施行日を公布の日と定めるものでございま

す。   

以上、提案理由のご説明を申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご賛同

賜りますようお願い申し上げます。 
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◎質  疑 

 

議長（久保田俊） これより質疑に入ります。 

ただいまの説明に対し、ご質疑ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、ご質疑もないようですから、以上で質疑を打ち切り

ます。 

 

◎討  論 

 

議長（久保田俊） 議事の都合により、議案第１６号から第１７号までの２議

案についての討論は一括とし、採決は議案ごとといたします。 

これより討論に入ります。討論ありませんか。 

 

（「なし」との声あり） 

 

議長（久保田俊） 別に、討論もないようですから、以上で討論を打ち切りま

す。 

 

◎表  決 

 

議長（久保田俊） これより採決いたします。 

 最初に、議案第１６号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。 

 

（挙手全員） 

 

議長（久保田俊） 挙手全員、よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

議長（久保田俊） 次に、議案第１７号を採決いたします。 

本案を原案のとおり可決することに賛成の方は挙手願います。 

 

（挙手全員） 

 

議長（久保田俊） 挙手全員、よって本案は原案のとおり可決されました。 
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◎閉会 
 
議長（久保田俊） 以上をもちまして、今定例会の議事全てを終了いたしまし

た。 

 最後に、清水企業長からご挨拶があります。 

 

企業長（清水聖義） 今日は議案すべて、全員賛成で可決いただき、ありがと

うございました。一般質問がありましたが、これからは世の中がどのような形

で動いていくか不安な状況であります。 

 特に太田市ではコロナウィルスがまだまだ蔓延しており、いつ静まるかわか

らない状況であり、外国人労働者が多数生活していることが大きな要因ではな

いか思います。また、昨日は、保育園にて２歳児の感染が確認され、全員のＰ

ＣＲ検査を実施しなければならなく、保育園も市も混乱しておりました。 

先ほど、杉山議員から話がありましたとおり、災害に対しても防御措置を十

分とらなければならないですし、これからの企業団の経営全体では、今、交付

金で事業展開しておりますが、終わったあとにおいても、１～２パーセント残

る石綿管の改修を進めなければならないところを睨んで料金改定を実施し経営

もしっかりやっていくと強く感じております。ぜひ議員の皆様のご協力を得

て、しっかりとした企業団へ成長させていきたいと思っております。 

今日はご審議いただきまして、ありがとうございました。 

 

議長（久保田俊） これをもって閉会と致します。 

 大変ありがとうございました。 

 

 

 

午後３時０１分閉会 
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